
9月 4日（第一日曜日）：
小原本陣の森/森林整備、担い手育成、技術向上。
　　　持続的森林経営：弁当持参。参加費：４００円
9月18日（第三日曜日）：
若柳・嵐山の森/里山交流、多様な森林活動。
　　　主食・自分のお椀・箸・飲料水は持参。参加費：４００円
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NPO法人
緑のダム北相模

［巻頭言］ 森林の機能・・・空気（酸素）
1分以上も息を止められる人は
少ない

　森林を語る時、「森林の機能」は欠
かせない課題である。森林に関わる
様々な資料には必ず、これが書かれてい
る。林野庁のホームページで森林の機
能に関する項目は、次の八つである。
[1]生物の多様性保全：遺伝子、生物
種、生態系、[2]地球環境保全：温暖化
緩和（CO2吸収他）、[3]土砂災害・土
壌保全（浸食・崩壊）、[4]水源涵養
（貯留・調節・緩和）、[5]環境形成
（気候・大気浄化）、[6]保健・レク
レーション、[7]文化機能、[8]物質機能
（木材・食糧・肥料・薬品・緑化）

　森林が光合成によって、炭素（Ｃ）
を木の形で固定化し、酸素（Ｏ2）を放
出することによって人は生きている。
ここで疑問。林野庁の公表する森の機
能の中に光合成による酸素の放出がな
い。欠かせないと機能と思うが、どう
だろう。これに関する議論もなされて
いるようだが未だ、納得出来る回答が
得られない。
　1分以上も息を止められる人は少な
い。３分も酸素が体内に取り入れられ
ねば、脳に酸素が届かなくなり脳死状
態になり最早、人間を始め動物は生き
ていられない。林野庁の担当部署にも
疑問を問い合わせたが、「空気は、空
気のような存在で、機能・価値と言う

尺度に当てはまらいから対象外だ」と
言う回答であった。「森林の機能」に
酸素放出機能が欠けている。解せな
い。
　海も重要な酸素補給源だが、原発汚
染水を流して問題ないのか。珊瑚礁や
海藻などのCO2の炭素固定化や酸素供
給も重要な課題だ。放射能・汚染水放
出の是・非が語られないのも、解せな
い。
　森林や海など自然への畏敬を忘れ、
見落としている人間の仕業に「自然の
摂理」が反撃しないと云う事があろう
か。

石村　黄仁（本会、代表理事）
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９月号の１枚：被災地（大船渡市）に森の積み木を寄付



[定例活動]小原本陣の森

8月7日（第一日曜日）

　8月に入り、夏休み最初の活動と
なったのが今回の小原本陣の森での
定例活動でした。実家に帰省してい
る人も多くForest Nova☆からの参
加者は5人でした。1年生2人は、初
めて小原本陣の森に入りました。嵐
山とは違い、こちらは斜面が急でき
つかったです。また、この日は天気
も良く、歩くだけで汗が出てきまし
た。

　今回は、緑のダムの方々と、小林
山の森林整備をしました。Forest 
Nova☆は主に「保安林」という看
板が倒れてしまっている場所や、急
斜面で土留めを作りました。生木に
枝を積んだだけの土留めが点在して
いたため、杭を打ち新しい土留めを
4か所ほど作りました。生木に土留

めを作ると、成長している木が枯れ
てしまうので、杭や切り株に作った
方がいいということを学びました。

　また、下草刈りを行いたいという
ことだったのですが、普段Forest 
Nova☆は下草刈りをおこなってい
ないので本当に刈ってもいいものか
悩んでしまいました。なぜ下草刈り
を行うのか、なぜForest Nova☆は
下草刈りを行わないのか両方の理由
を理解したうえで作業したいと思い
ました。

　お昼と活動後には、スイカをいた
だきました。拠点近くの川で冷やし
ておき、なたで切りわけて食べまし
た。ひとり分が大きくて、とても甘
くておいしかったので大満足です。
先輩方が種飛ばしをして遊んでいた
ので、来年、もしかしたら拠点の近
くにスイカができるかもしれませ
ん。

　今回の活動で、1日の
目標を立ててから活動を
行った方が、やるべきこ
とが明確になり、活気の
ある活動になること、な
んのためにその作業を行
うのか考えながら活動す
る必要があることを強く
実感しました。反省点を
生かし、これからの活動
をさらにより良いものに
していきたいと思いま
す。これからもよろしく
お願いします。

望月　亜佑子（Forest 
Nova☆）

[定例活動]若柳嵐山の森

8月21日（第三日曜日）

「木の持つ不思議な力、
緑のダム、森の積み木」

　 猛暑の八月、天気予報とおり本格
的な雨。「活動モットー：雨でも休
まず・・14年9カ月」目のこの日、
県立・相模湖交流センターでの活動
報告会・勉強会に切り替えた。

（ちなみに車で森に来る花畑班の吉
池さんは一人、これを知らず雨に濡
れながら、モクモクと森のガーデン
の手入れをしていた）

・参加者：この雨の中、中学生、杉
並区の教員11名、学生フォレストノ
バとそのＯＢ・計9名、生命の森宣
言5名、一般参加21名、計46名。

・報告会では急遽会場を提供してい
ただいた櫻田館長からお話をいただ
いたのち、[1]相模原市の応援を得て
行った「義援金＋緑のダム・森の積
み木」を震災被災地へ寄付した森の
積み木プロジェクト（川田会員他２
回４班１５人）から、幼稚園等１
５ヶ所の避難所施設での状況報告。　　　　　　　
　 子供たちの思いがけない集中力・
創造力・譲り合う姿、先生方も子供
たちの見せる姿に驚いた由。訪問地
からの礼状や、子供たちの積木状況
の映像や写真を交えて報告があっ
た。

　[2]杉並の学校教員・宮村会員指導
による「森の積木でつくる：戦前の
東京駅再現」の報告。
　 設計図もなく記録写真をたよりに
三種類（長方形、四角形、台形）だ
けでつくる根気のいる組み立て作業
に、真剣に取り組む中学生の姿が紹
介された。
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 今後の展開としては、改築・東京駅
の記念イベントに出品したいとの大
胆な発言も。

[3]フォレストノバ（二藤OB、滝沢
OB）より報告があり、二藤OB（三
重県の林業会社）：会社では決まり
きった日常業務だが、様々な人々が
集まる「緑のダム」は、貴重な素晴
らしい活動の場と改めて感じた。滝
沢OB（三重県の水産会社）：会社
では外部との交流が無いが、うなぎ
の掴みどりやマグロの食育体験を通
じて自然の大切さを伝えて行きた
い。
＊、卒業して遠くに行っても、こう

して「緑のダムの森」に帰って来て
くれ、今も自然を大切にする仕事に
励む大学OBとの再会が嬉しいこの
夏！

[4]その他、活動に関する様々な紹
介、意見交換

午後は雨も止んでフォレストノバ
は、ＯＢと一緒に森へ。午前に引
き続き、土留めと下草刈りを行い
ました。中学生もなみすけの森づ
くりプロジェクトで活動する区画
でのナンバリングの続き。この時
点で280本まで完了。残りわずか
であることを考えると今重点的に

行っている区画には300
本程度ありそう、とのこ
と。
　その他の参加者は運よ
くこの日、津久井青年会
議所主催、北野大先生
（明治大学教授）の「相
模原市・緑区の魅力」と
題する講演会に飛び入り
参加した。収穫の多い、
今年８月の「若柳嵐山の
森：定例活動日」であっ
た。　

伊藤　小夜子
（本会、会員）

[報告１]
第9期（2011年）
収支予算・修正

　8月号・月次ニュース
レターで今期予算書は、
東日本大震災の影響で暫
定であり確定次第と報告
した。決定したので以
下、報告する。

（収入）自立する活動推進を目指す
（支出）極力、費用効率向上を図る　
（収支）継続の為、絶対に赤字にし

ない

　予算をつくるに当たって、以下の
４項目を念頭に臨んだ。NPO活動は
極力、小さい予算で可能な限り公益
的効果のある成果を得る事が良い。
事業予算高や留保金成長を目的とし
ない。ここが企業との違いである。
行政とは、最小費用で最大効果は同
じでも、柔軟で迅速な思考・行動、
一切の無駄を排除すると言うを徹底
する。
 学際との違いは、あくまでも現場で
問題点・解決策・回答を得る。学識
からの情報は、あくまで現場での問
題点・解決策・回答の裏付け・検証
の道具である。

＊今回の震災は、国の根幹を揺るが
す事態となった。当会も全力で震災
支援に取り組んだ。作り溜めていた
「緑のダム・森の積み木」＋義援金
募集を被災地に２回４班15人が届け
た。

石村　黄仁（本会、代表理事）
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前年実績 今期予算

収入
の部

11340517 8644341

支出の
部

7253176 4500000

収支
差額

4087341 4144341



[報告２]湘南の森活動報告

　 ７月２３日、恒例の夏休みイベン
トで男子高校生２名、女子中学生２
名の合計４名のユースボランティア
が参加しました。彼らの最初の仕事
は、遊歩道中間地域のあじさいの花
摘み。昨年思い切った剪定を施し
て、アジサイとは思えない２Ｍを越
す丈を１Ｍほどに切り揃えた株に
は、今年もかなりの花が咲いたの
で、その花を摘む作業でした。７月
中に花を切り取らないと、来年の花
芽が出来ないのです。次の仕事は、
男子は伐採した古損木の運搬・処
理、女子は草刈でした。それぞれに
目いっぱい働いていい汗をかいてい
ました。

　 チェーンソー組は伐採してあった
古損木を玉切りして、処理しまし
た。腐朽の進んだ木にはキノコ類が
沢山寄生、そして、シロアリやコガ
ネムシ類 さらにはムカデまで、さま
ざまな虫類が出てきました。こうし
て森が再生してゆくのだよと高校生
たちには生きたレクチャーが出来ま
した。

佐藤　憲隆（湘南の森）

[報告３]
「森の積み木」による被災
地支援に参加して

　 相模原市が以前から連携のある大
船渡市に向けた被災地支援の一端を

担って、緑のダムの活動の有力な産
物のひとつである「森の積み木」を
市内のほぼ全保育所に提供する支援
活動が、6月と8月の2次にわたって
行われ、私は後者に参加してきまし
た。
　 どの保育園でも、保育士さんたち
が一様に驚くほど、子供たちが生き
生きと集中して積み木の造形に取り
組む様子に立ち会うことが出来まし
た。肉親を失った子、家を流された
子、避難・転居による転園など、
個々の子どもの被災状況に違いがあ
りますが、子どもたちは、それぞれ
に楽しんでもらえたと思います。あ
る保育園では、子供たちの何人か
が、積み木でまず「お風呂」を作っ
ていたことなども、印象的なことで
した。そして、支援に出向いた者
が、元気を分けてもらえるという実
感を持てたことも、有り難いことで
した。以下に気づいた点をいくつか
メモしておきます。
　 支援プロジェクトの成功の第一
は、「森の積み木」の持つすばらし
いパワーによると言って過言でない
だろうと思います。このことは、一
カ所だけ追加された高齢者のデイ
ケアセンターでも、十分に実証
されていました。第2の理由と
して、川田浩さんをはじめとす
るリーダーたちの、周到な事前
準備と、緻密な行動計画によっ
て、実にスムーズに実行するこ
とが出来たことも、特筆されま
す。そして第3に、やはり直接
現地に行って、「顔の見える支
援」になったことも、大切なこ
とであったろうと思います。
　被災地大船渡市については、
配布先の保育園への通り道での
印象と、園長さん方との若干の
会話からの断片的な情報に限ら
れましたが、津波の押し寄せた
地域と、それより高い土地と
で、被災の明暗が分かれている

こと、海岸近くで被害の大きい地域
でも、保育園は過去の災害経験から
小高い位置に立てられていたため、
市内で保育園児の死亡はゼロであっ
たとのこと、さらに、5ヶ月経っ
て、仮設住宅はかなり出来ている
が、がれき撤去はまだ半ばという印
象で、復興を感じさせるものはまだ
見られなかった、などがとくに記憶
に残ったところです。
　大船渡に限っても、被災地支援は
まだまだ継続される必要があるで
しょう。「緑のダム北相模」がどの
ように取り組むことが出来るかにつ
いては、多くの検討課題が出てくる
でしょうが、まずは地元の相模原市
との連携の中で取り組まれた今回の
支援活動が、市の側、NPO側それぞ
れに、どのように位置づけられ、評
価されるかというとことから始まる
のではないかと思います。ともあ
れ、「森を生かし」「森をつなぐ」
活動として、「森の積み木」がさら
にパワーを発揮することを期待して
います。

石原　邦雄（成城大学、教授）
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[報告４] フォレストノバ
活動報告

　4月に新1年生が加わり、今回は
活動に参加したきっかけ、今後へ
の思い等を教えてもらいました。

　私がForest Nova☆に入った
きっかけは、麻布大学に入る前
に、造園業で働いていたことに起
因しています。元々、同大学に
入った理由も、造園業での経験を
生かし、成長していきたいと考え
ていたため、『森と人の共助共生
社会の実現を目指す』という団体
理念に感銘し、参加することを決
めました。（淺野雅樹）

　私がForest Nova☆に出会った
きっかけは、私は植物 (特に樹木) 
に携わりたいと思っていました。
どうして植物に携わりたいと思っ
ていたかというと、元々私は植物
が好きだったのですが、決定的な
のは“樹木医”という職業を知り、
『これを将来の夢にしよう』と決
めたことです。結局のところ、樹
木医になるための大学には進学で
きませんでしたが、それでも植物
に関わりたいという気持ちは変わ
りませんでした。そういうことも
あり、Forest Nova☆は私にとっ
て最も理想的なサークルだと思い
ました。（金井美穂）

　私は温暖化などの環境問題に興
味があって、大学では境関係の学
科を志望しました。それでも具体
的にどうしたら自分が問題に取り
組んでいけるのか分からなかった
ときに、友人とForest Nova☆の
説明会に参加しました。そこで
Forest Nova☆が目指すものは
「森と人とが共存共生していける
社会」だということを知り、これ
も一つの環境問題だと思い参加す
ることを決めました。今後は活動
に参加しながら森を知り、森のこ
とを通して環境問題を考えられる
ようになりたいと思っています。　
（松村知香　以上麻布大学１年）

[コラム]「森の話」第4回
毒キノコの見分け方

　暑い夏が過ぎるといよいよキノ
コのシーズン。春に収穫した原木
栽培のシイタケも、秋になると再
び顔を出してくれて嬉しい限りで
す。でも、やはり森の中を歩きま
わり、ようやく野生のキノコを手
にした時の喜びは格別なもの。キ
ノコ狩りには単に食欲を満たすだ
けではない、それ以上の魅力があ
るようです。
　ところで、キノコを探すのはよ
いとしても、どれが食べられるキ
ノコでどれが毒キノコなのか。は
たして簡単に見分ける方法はある
のでしょうか？はっきりいってあ
りません。「食べてみる」という
のがありますが、これではいくら

命があっても足りないでしょう。
縦に裂けるキノコ、地味な色のキ
ノコは食べられる、ナスと一緒に
煮ると毒が消えるなどという古い
言い伝えがありますが、これらは
すべて迷信です。
　毒キノコは多くの科にわたって
存在し、含まれる毒成分もキノコ
によって様々です。細胞を破壊し
肝臓、腎臓に重大な損傷を与える
もの、消化器系統の中毒を発症さ
せるもの、神経系に作用を及ぼし
幻覚、興奮、意識混濁などを起こ
すものなどなど。なかには酒と一
緒に食べると悪酔いを起こすキノ
コ、手足の先端に激痛が走り、そ
の激痛がひと月余りも続くという
風変わりなキノコもあるようで
す。毒キノコを一遍に判別できる
方法のない理由がお解りいただけ
たでしょうか。
　さて、それではどうしたら安全
なキノコ狩りができるのか？　

近道はありません。ここは食べら
れるキノコ、美味しいキノコを根
気よくひとつひとつ覚えていくし
かないようです。死に至るような
猛毒菌も併せて覚えておくと、事
故の起きる確率が大幅に減少する
のはいうまでもありません。その
ための最上の方法は詳しい人に同
行してもらうこと。図鑑だけでは
解らないコツをいろいろと教えて
もらえるでしょう。
　ここまで来たところで「こんな
に面倒くさいのなら、キノコ狩り
なんてやーめた」という声が聞こ
えてきそうです。もっともです
し、無難でもあります。しかし、
世の中にはかように面倒な作業を
乗り越え、命の危険を冒してまで
もキノコ採りに熱中する人のいる
ことも事実です。こうした人種は
私も含め、食べる前から中毒にか
かっているのかも知れません。キ
ノコには人の理性を失わせる何か
怪しい魅力が潜んでいるように思
います。

内野　郁夫（本会、理事）

左：フクロツルタケ（テングタケ科）
右：キイボカサタケ（イッポンシメジ科）
いずれも有害なキノコ



参加にあたって：
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前集合してくださ
い。服装、持ち物については、
汚れても良い服装、着替え、滑
らない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、飲
料水、主食；自分の食器(お
椀・お箸)

危機管理・救急対応：
危険管理・救急体制・森林ボラ
ンテイア保険の準備の他、会と
して可能な限りの体制を敷いて
いますが「怪我・事故は、自己
責任」です。

[事務局からの
お知らせ、お願い]

JFIKと共催でフォレストキッズス
クールを開催

森林保全活動を通して、子供たち
向けの森林体験を続けています。10
月8日(土)に全国森林インストラク
ター神奈川会と共催で2011フォレス
トキッズ・スクール『きこりになろ
う!』のテーマで開催します。
きこりになって秋の森でクイズや

林業体験などで遊びませんか。きの
こ汁もあります。詳細は本会ウェブ
ページをご覧ください。

「UIA2011 東京大会　チェアシ
ティ展」に参加

第24回世界建築会議=UIA2011東
京大会には、100以上の国から、1万
人近い建築家の参加を見込んでいま
す。このような大規模な国際会議は
日本初で、注目が集まります。
本会、相模湖商工会と民間企業が

協働して「森林再生事業促進実行委
員会」を組織し、森林再生事業を創
出するため4年間森づくり・モノづく
りコンテストを実施してきました。4
回目は今年開催される「UIA2011 東
京大会　 チェアシティ展」に入賞者

の作品を若柳・嵐山の間伐材で製作
し出展します。
公募コンペ作品展示部門として、

森づくり・モノづくりコンテスト入
賞作品を展示します。「日本地図の
ベンチに集い世界と語ろう」、巨大
日本地図のベンチ展示ほか4点(一部
他の会場に展示)など、協力作品を多
数展示予定です。
さらに以下のイベントを開催しま

す。
期間：9月23日～10月2日
会場：丸の内オアゾ１Ｆ○○広場
共催：
UIA東京チェアシティ展実行委員会＋
森林再生事業促進実行委員会

9月23日（金）
オープニングセレモニー　
川崎景太　花のメッセージ
10月1日（土）13:00～17:00 　　
森づくり・モノづくりコンテスト入
賞作品表彰式
★森林再生トークセッション（未
定）
★著名建築家の講演
10月2日(日) 13:00～16:00
武田双雲「世界感謝の日」
小田原　健のトークショー
★協賛企業プログラム

ぜひ丸の内オアゾまでご来場下さい

NPO法人
緑のダム北相模

急がず、無理せず、楽しく、休まず、
ボチボチと・・。
そして、沢山の参加で森は、良くなる。
（台風の日は勉強会開催。１３年間、
一日も休まず“継続は力”。）

名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模
事務局：154-0023　東京都世田谷区若林３－３５－９
発行人：NPO緑のダム北相模　事務局　03－3411－1636
ＵＲＬ：http//www.midorinodam.jp
E-mail： info●midorinodam.jp　●を＠に変更して使用してください
協働団体：セブンイレブンみどりの基金、相模原市（市民協働推進課）、
 東海大学付属望星高等学校、生命の森宣言・東京
支援団体：WWF JAPAN、イオン財団、市民社会チャレンジ基金、
 神奈川県建具協同組合、JFEメカニカル、東急コミニテイ、
　　　　マルモ出版

http://www.midorinodam.jp
http://www.midorinodam.jp

